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助手  東山和幸 大久保宣昭  
大学院生  （7名）   
【1】光電子分光法による金属表面一吸着子弟の研究（福谷、東山）  
表面反応の研究の観点から、FCC遷移金属の（110）表面に酸素が化学吸着した系－Pd／0，   
Cu／0，Ni／0，Ag／0－の電子状慰を光電子分光法に上り調べてきた。現在までに明らかに   
された点は、以下のように要約できる。  
（1）いずれの表面でも、化学吸着した穀薫は表面特有の化合物を形成する。Pd／0では［110〕   
方向のPd燈密原子列に0がジグザグに配列し、Cu／0，Ni／0，Ag／0では［001］方向に   
金属一酸素の直線状銀が形成される。これらの表面化合物は化学吸着の初期段階では表面上にランダ   
ムに生成され、酸素吸着量の増加にともない成長し、最終的には表面が再構成された秩序構造   
（Pd／0ではc（2Ⅹ4），その他ではp（2Ⅹ1））となる。  
（2）吸着秩序構造表面の角度分解光電子分光スペクトルのエネルギー分散を、金属一吸着子間の相互   
作用をパラメーターとしたLCAO計算と比較することにより、矢験篇果をよく再現することができ   
た。金属一金属間の相互作用は既知の億を用いた。匡‖は、Cu（110）－（2xl）0の例であ   
る（論文8）。これから、金属一吸着子間の相互作用を定量的に決定することができるようになった。   
また、種々の表面構造せ仮定したLCAO計算と実験を比較することにより、光電子分光法が表面構   
造の決定にも有効であることが示された。  
（3）Ag（110）表面の酸素吸着により、従来から知られていたp（2Ⅹ1）のほかにp（1Ⅹ2）   
構造が生成されることを見いだした。角度分解光電子分光スペクトルの解析から、Pd／0と同じ  
［110】方向の金属一懲素ジグザグ梓遣であることが明らかにされた。酸素を吸着させる温度によって   
は2つの構造が共存することが親潮されている。（講演1、2）   
【2】走査トンネル顕徴掛二よる金属表面の研究（東山、福谷）   
アルミニウムAl（111）表面の初期酸化過程を走査トンネル顕微鏡（STM）を用いて試案した。エネル  
ギー損失分光法鰐LS）に上る硬化表面の親正化（⊂baracteriヱation）も行った。特に、高温穀化表面の  




る。   
室温酸化：複素は室温でAl（111）に吸着すると、・0．2Aの凍さの凹みとして観察される。10－Ttol・r  
の酸素雰囲気中に曝すと、三角格子のくほみ位置にランダムに吸着するのが観測された。これは週ま  






（試演7）   
【3】高エネルギー研、電稔研との共同研究（福谷）   
高エネルギー研との共同研究として、内殻吸収法気円二色性分光に上る磁性体および磁性多層膜の  
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LEED，ⅩPS， 筑波大学大学院修士過程 理工学研究科修士論文1995年2月   
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【4】電気共鳴による物性研究（大久保亘昭）  
（1）ラマン過程による核スピン緩和   
a）AIBr3 の27Al」肌用   
27Al核のスピンは5／Zであるが柚tRの線幅は図1のように電場の強さに反比例するので、  
観測された信号は 2次の核四書極相互作用で広がった1／Z と －1／2 の準位問の遷移によるも  
のである。その緩和には2つの遷移確率が含まれるが、一般にラマン過程を仮定すると粉末試  
料の場合、等価な結合対の磁場に対する配向平均のため両者は等しくなることを図2から導い  
た。磁化の飽和回復曲線から求めた遷移確率Wは図3 のように高塩でラマン過程の特徴であ  
る T2の温度依存性を示し、fittingからデバイ温度として118Kを得た。これは前に8】Br  
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b）Cu20の63cu－NQR  
Cu20 のCu と 0 との問の結合は完全なイオン性として扱われ、かつてJeffrey－Amstrong  
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（2）ゼオライトの NMR   
ゼオライトはA10d‾ とSiOd－ の四面体が0原子と陽イオンで結ばれた構造をもつ物質群で、  
ゼオライト ⅣユーXには図5のように大きな空洞があって、いろいろな物質を吸著し半導体にな  
ったり強磁性を示すものもある。未ドープのNa－ス における 23Na－NMR の緩和を調べた。図5  
の帖原子のサイトは核四重極結合の大きさから 3つのグループに分かれるが、観測されたス  
ピンエコー（図6）の鋭い部分は 4．5MHzのサイトⅠⅠ．ⅠⅠⅠのグループと Z．3MHz のサイト  
ⅠⅠ■   ゐグループによるものである。スピンが3／2の場合緩和はZコの遷移確率で支配さ  
れるが、粉末試料でラマン過程の場合、各グループの緩和はそれぞれ1つの緩和時間T15、  
T】t で記述できるので、芯化M（t）の飽和からの回復過程は  
R（t）＝【M（∞）－hut）］＝aeXP（－t／Tl，）＋（1，a）exp（－t／TH）   
と表される。a と1－aは各グループの相対的重みである。fittingの例を図7 に示す。aの  
（????」???????
1  
Tlme（msec）   






図 7  
（3）遷移金属ハライドにおける電場勾配   
遷移金属とハロゲン原子間にd軌道を通しての方結合がある場合、そのNQR の解析はイオ  
ン性‘と 2つの共有仕口、汀の問に‘＋α＋汀＝1の関係を仮定してなされているが、多重結合  
がある場合これは自明ではない。しかしJ、方を他の結合の有無によらずそれぞれの存在する  
確率と見なすならば、この関係は厳密に成り立っことを示した。（論文 Z）  
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